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あらまし  本稿では，ユーザの入力した風景画像の色彩情報から環境状況コンテクストを判定し，ユーザの選択したサンプ
ル楽曲からユーザの嗜好・感性を抽出し，その環境を反映する楽曲の推薦，提示システムの実現方式について示す．本方式は，
音楽の基本構成要素の特徴と感性語に関する音楽心理学的研究成果を適用し，抽出された感性情報をその場に応じて変換するこ
とにより，環境に対するユーザの気分をより柔軟に再現できる楽曲の推薦，提示を実現する．本稿では，空の画像を実風景とし
て，それに相関の高い環境状況コンテクスト（ここでは天候）を判定し，その天候に対応する感性データの抽出，変換を行い，
その感性データと相関が高く，また個人の音楽嗜好に合致する音楽データの自動抽出を行う実験を示し，本方式の実現可能性を
明らかにする． 
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1. はじめに 
1.1. 問題の所在 
マルチメディアの中でも特に音楽メディアに関し

ては，ユーザの嗜好は流動的である．ユーザごとに音
楽に対する嗜好・感性が異なることはもちろん，一人
のユーザであっても，真夏日の夜と，雪の降った明け
方に聞きたい楽曲が必ずしも一致しないであろうし，
例えば晴れた日には明るい曲を，雨の日には静かな曲
を，昼には活発な印象を与える曲を，夜には暗い曲を
求めるといったように，時間や天候の影響によって気
分，あるいは嗜好が変化していくと考えられる．また
気分によっては，逆に雨の日に晴れ晴れとした曲を，
夜にアップテンポの曲を求める場合もあるかもしれな
い．しかし従来の嗜好にもとづく楽曲推薦システムは，
こうしたユーザの日々の生活環境に応じた要求の変化
に対して十分に対応しているとは言い難い．ユーザの
流動的な嗜好の変化をとらえることができれば，現在
普及している携帯電話や携帯音楽プレイヤーなどのデ
バイスをよりスマートに活用できると考えられる．
（図 1）  
1.2. 関連研究 
情報推薦の分野においては，協調フィルタリングや

推薦メディアの内容によるフィルタリングに関する研
究がある [1][2]．特に，音楽推薦システムについては，
協調フィルタリングによる楽曲プレイリスト生成方式
[3]，協調フィルタリングとユーザプロファイル編集を
組み合わせた楽曲推薦システム [4]，内容に基づくフィ
ルタリングを用いた音楽推薦方式 [5]，アーティストな
どの情報を利用したプレイリスト生成方式 [6]などが
提案されており，また，内容に基づくフィルタリング
と協調フィルタリングの連動による感性情報を用いた
楽曲推薦システム [7]も研究されている．  
本研究は，色彩情報と感性情報を特徴としてユーザ

の環境状況と推薦メディアデータの関連づけを行い，
これをユーザプロファイルと内容に基づくフィルタリ
ングとして用いる研究として位置づけることができる． 
1.3. 研究の目的と特徴 
本研究の目的は，静的なユーザの嗜好ではなく，時

空間に依存した動的な要求を情報推薦の基準とするこ
とで，生きているユーザに対して従来よりもきめ細か
くアプローチするシステムの実現にある．   
また，本研究の特徴は，ユーザを取りまく環境をセ

ンシングするうえで，ユーザが携帯カメラ等によって

取得した風景画像の色彩ヒストグラムから感性情報を
抽出し，また，その感性情報を媒介に，選択された楽
曲群を個人の感性嗜好データとして蓄積することによ
り，ユーザの環境状況と感性に合致した情報を推薦す
るシステムを実現する点にある．   
また，データベースの蓄積が容易であることから，

データの内容を変更し，相当量のデータベースを構築
することさえできれば，オープンワールドに非常に近
いレベルでの環境のセンシングが可能となる．  

 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 環境状況コンテクスト対応型音楽推薦システム  

 
2. 実現方式 
本システムは，携帯カメラ等によって取得した風景

画像を色彩ヒストグラムとして分析し，事前に用意し
ておいた任意の数のパターンの風景画像（以下，サン
プル画像データと呼ぶ）から抽出した色彩データベー
スとの相関量を計量し，相関量の高い風景画像の状況
を現在の環境状況コンテクストとして認識する．本シ
ステムの基本方式としては , 既に文献 [14][15][16]にお
いて示されている環境状況コンテクスト対応型音楽推
薦方式 ,および ,メディア・クエリ生成方式を適用する．
ここでは，環境状況コンテクストを「天候」に設定し，
空の画像を実風景として，それに相関の高い環境状況
（天候）を判定し，その天候に対応する感性データの
抽出を行い，その感性データと相関の高い音楽データ
の自動抽出を行うシステムの実現方式について述べる． 
本方式は，大きく分けて次の 3 ステップにより構成

される． 
ステップ 1： いくつかの環境状況データが設定され，
これら環境情報に基づいて選択された楽曲群を元に，
あらかじめ環境状況コンテクストには感性情報が付与
される．この環境状況コンテクストに付与された感性
情報は，ユーザごとに生成されることにより，ユーザ
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の感性と嗜好に沿った情報の推薦を可能とする． 
ステップ 2: 環境状況コンテクストに付与された感
性情報をもとに,音楽心理学研究の成果を利用し,環境
に対するユーザの気分にマッチする感性情報を生成す
る． 
ステップ 3:生成された感性情報と楽曲データの感性
情報間での相関量計量（ここでは内積計算を用いる）
を行い，相関量の高い順にあらかじめ指定した数の音
源情報を取得し，それをもとにプレイリストを作成す
る． 

2.1. システム構成 
本システムは，次の 3 機能によって構成される．  
（機能 1）環境状況判定機能  
（機能 2）感性情報マッピング機能 
（機能 3）感性情報変換機能 
入出力データと各機能，および，データの流れを図

2 のシステム構成図に示し，以下の節にて各機能の詳
細について述べる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 システム構成図  
 

2.1.1. 環境状況判定機能 
STEP0：色彩分布情報抽出 

入力された判定対象画像ファイルについて，画像の
各画素の色をシステムで設定された基本色にマッピン
グし，画像の特徴をしめすカラーヒストグラムを作成
する．ここでカラーヒストグラムとは，画像中の各基
本色の正規化された画素数を要素として有するベクト
ルとして表現される．ここで，基本色としては，カラ
ーイメージスケール [8]による有彩色 120 色，および，
無彩色 10 色の計 130 色の色を用いる．ヒストグラム
生成は，画像の各画素の RGB 値について HSV 値に変
換し，カラーイメージスケール  の代表色 130色の RGB
値に対して，HSV 空間の円錐モデルで最も近い色を選
択して，画像全体の 130 色の占める各割合を算出した
[9]．  
STEP1：色彩-環境状況データベースの作成 

予め用意された，p 個の環境状況(l1, l2, …, lp)を代
表する n 個のサンプル画像について，STEP0 の手順で
カラーヒストグラムを作成し，マトリクスの形でデー
タベース化する（以下，「色彩-環境状況マトリクス」
と呼ぶ）．  
この，各環境状況を表現するサンプル画像の色彩分

布パターンに現れる，m 個の基本色の頻度を数値化し

たものを色彩 -環境状況ベクトル s={sl1,sl2,…,slm: l は
環境状況識別子 }とする．ここで，色彩 -環境状況ベク
トルを行ベクトルとする n行 m 列のマトリクスを色彩
-環境状況マトリクス C とする（図 3）．   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 色彩 -環境状況マトリクス C 

 
ここでは ,環境状況として，晴れ（ fine）・曇り

（ cloudy）・ 夕 焼 け (sunset)・ 夜 （ night ）・ 朝 焼 け
（daybreak）・雪（snow）・雨（ rain）などの天候パター
ンを p 個設定する．この p 個のパターンの各天候につ
き n 個ずつ，Google Image Search [10]などの画像検索
エンジンや Flickr [11]などの画像共有アーカイヴを用
いてサンプル画像を取得し，そのヒストグラムを用い
てマトリクスの形で色彩 -環境状況データベースを作
成する．  
STEP2：判定対象画像のカラーヒストグラム作成 

判定対象画像の特徴量として，STEP1 の手順におい
て作成した色彩 -環境状況マトリクス C の m 個の基本
色についてカラーヒストグラムを作成する．ここでは，
各画像 d における各色 cj ( j=1,2,… ,m)の画素数を求め，
各画像の全画素数で正規化し，面積比として算出した
ものを用いる．このカラーヒストグラムを画像の特徴
ベクトル h = {h1, h2, … , hｍ }とする．   
STEP3：色-環境状況マトリクスを用いた相関量計量 

判定対象画像の特徴を示すカラーヒストグラムに
ついて，色彩 -環境状況マトリクス C を用いて，ユーザ
の環境状況の判定を行う．   
色 彩 - 環 境 状 況 マ ト リ ク ス C の 行 ベ ク ト ル

s={sl
1,sl

2,…,slm}は，環境状況に対する色彩分布の傾向
を表現したものになっている．判定対象画像ベクトル
hは色彩-環境状況ベクトル sと同一の特徴空間にマッ
プすることができるため，ベクトル空間上で対象画像
と色彩-環境状況ベクトルの相関量を計量することが
可能となる．判定対象画像 I と環境状況 sl

kの相関量 Ik
は，画像の特徴ベクトル h と色彩-環境状況ベクトル
sk={sl

k1,sl
k2,…,sl

km}を用いてコサイン尺度で計量する． 
ここで，判定対象画像と相関量が高い環境状況サン

プル画像が「環境状況コンテクスト」として抽出され
る．  
2.1.2. 感性情報マッピング機能 
STEP1：感性-音楽データベースの作成 

予め用意された，o 個の楽曲データ (M1, M2, …, Mo)
について，感性を表す q 個の感性語 (e1, e2, …, eq)と楽
曲データの関連をマトリクスの形でデータベース化す
る（以下，「感性 -音楽マトリクス」と呼ぶ）．感性 -音
楽マトリクスは，感性と音楽データとの関連付けを数
値として示すものであり，各音楽データは q 個の感性
語 (e1, e2, …, eq)によって感性との相関の強さが数値と
して表現されている．この，各音楽データを特徴づけ
る q 個の感性語との相関を数値化したものを感性 -音
楽ベクトル My={ey1,ey2,…,eyq}とする．ここで，感性 -
音楽ベクトルを行ベクトルとする o 行 q 列のマトリク
スを感性 -音楽マトリクス M とする (図 4)．   
ここでは ,推薦対象の音楽メディアについて，

Hevner [12]が設定した音楽の印象を表現するための
8 印象語群 C1～C8（図 5）を感性語として用いて，感
性 -音楽データベースを構築する．楽曲 Midi ファイル
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に対して文献[13]に述べられている感性情報自動抽出
手法を用いて解析する．それらの楽曲の Midi を文献
[13]に述べられている感性情報自動抽出手法を用いて
解析する．この解析結果をもとに，C1 から C8 までの
重み付き印象語と楽曲データとの関連が感性 -音楽マ
トリクスとして生成される． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 Hevener [1937]による印象語群サークル  

 
STEP2：感性-環境状況データベースの作成 

予め用意された p 個の環境状況(l1, l2, …, lp)につい
て，ユーザによって数曲の楽曲データが，状況に合致
したサンプル楽曲として選択される．このサンプル楽
曲から抽出された，感性を表す q 個の感性語(e1, e2, …, 
eq)と環境状況との関連をマトリクスの形でデータベ
ース化する（以下，「感性-環境状況マトリクス」と呼
ぶ）．  
各環境状況を特徴づける q 個の感性語との相関を数

値 化 し た も の を 感 性 - 環 境 状 況 ベ ク ト ル
lx={ex1,ex2,…,exq}とする．ここで，感性 -環境状況ベクト
ルを行ベクトルとする p 行 q 列のマトリクスを感性 -
環境状況マトリクス L とする (図 4)．感性-環境状況マ
トリクス L は，感性と環境状況との関連付けを数値と
して示すものであり，各環境状況は STEP1 で用いられ
る感性語によって感性との相関の強さが数値として表
現されている． 
ここでは ,2.1.1 において設定した pパターンの環境状
況（天候）について，Hevner の 8 印象語群 C1～C8（図
5）を感性語として用いて感性 -環境状況データベース
を構築する．想定ユーザに対して，p パターンの環境
状況に合致する楽曲を複数挙げてもらい，それらの楽
曲の Midi を文献[13]に述べられている感性情報自動
抽出手法を用いて解析する．この解析結果をもとに，
C1 から C8 までのそれぞれの重み付き印象語における
重みの最大値を採用し，合成することで，感性 -環境状
況ベクトルとする．これにより，環境状況と印象語群
（C1～C8）の関連性を数値で記述し，マトリクスの形
で感性 -環境状況データベースを自動的に構築できる．  
STEP3：感性特徴による環境状況と音楽データの相

関量計量 

 
 
 
 
 
 

 
図 4 感性 -環境状況マトリクス L 
および，感性 -音楽マトリクス M 

感性-環境状況ベクトル lxは感性-音楽ベクトル My  
と同一の特徴空間にマップすることができるため， 環
境状況情報と各音楽データはベクトル空間上で相関量
を計量することが可能となる．判定対象環境状況 lx と
音楽データ My の相関量は，内積計算によって計量する． 
2.1.3. 感性情報変換機能 
STEP2 で生成した感性－環境状況ベクトルを環境状
況に対するユーザの反応に適応するべく,ベクトル自
体の大きさを変えずに，q 次元の空間上で方向を適切
なものに変換する． 
感性-環境状況ベクトルの向きを変換する際，基準と
して図 5 Hevner の印象語群サークルを利用する．
Hevner の印象語群サークルは，中心をはさんで反対側
になるほど印象語群の感性的な意味が遠くなるように
設計されている．このサークルを応用し，図 6 のよう
な「感性変換サークル」を作成する．このサークル上
において感性-環境状況ベクトルを 45 度，90 度，180
度と回転させることにより，ノルムを保持したままベ
クトルの方向性のみを変換させる．すなわち，要素値
を固定したまま感性語群を順送りすることによって，
基のベクトルと感性的に似て非なるベクトル（45 度回
転），感性的に逆方向のベクトル（180 度）や，感性的
に無関係のベクトル（90 度）を生成する． 

 

 

 

 

 

 

 
 
図 6 Hevner の印象語群を用いた感性変換サークル  

 
表 1 Hevner の印象語群を用いた感性変換テーブル  

回転方向 変換前 変換後 変換前感性語 変換後感性語
右45度 C1 C2 神聖で厳粛な 暗く悲しい
左45度 C1 C8 神聖で厳粛な 勇ましく重厚な
右90度 C1 C3 神聖で厳粛な 静かで澄み渡った
左90度 C1 C7 神聖で厳粛な 情熱的でドラマティックな
180度 C1 C5 神聖で厳粛な ユーモラスで軽快
右45度 C2 C3 暗く悲しい 柔らかく悲しげな
左45度 C2 C1 暗く悲しい 神聖で厳粛な
右90度 C2 C4 暗く悲しい ユーモラスで軽快
左90度 C2 C8 暗く悲しい 勇ましく重厚な
180度 C2 C6 暗く悲しい 陽気で幸福な
右45度 C3 C4 柔らかく悲しげな 静かで澄み渡った
左45度 C3 C2 柔らかく悲しげな 暗く悲しい
右90度 C3 C5 柔らかく悲しげな 陽気で幸福な
左90度 C3 C1 柔らかく悲しげな 神聖で厳粛な
180度 C3 C7 柔らかく悲しげな 情熱的でドラマティックな
右45度 C4 C5 静かで澄み渡った ユーモラスで軽快
左45度 C4 C3 静かで澄み渡った 柔らかく悲しげな
右90度 C4 C6 静かで澄み渡った 情熱的でドラマティックな
左90度 C4 C2 静かで澄み渡った 暗く悲しい
180度 C4 C8 静かで澄み渡った 勇ましく重厚な
右45度 C5 C6 ユーモラスで軽快 陽気で幸福な
左45度 C5 C4 ユーモラスで軽快 静かで澄み渡った
右90度 C5 C7 ユーモラスで軽快 勇ましく重厚な
左90度 C5 C3 ユーモラスで軽快 柔らかく悲しげな
180度 C5 C1 ユーモラスで軽快 神聖で厳粛な
右45度 C6 C7 陽気で幸福な 情熱的でドラマティックな
左45度 C6 C5 陽気で幸福な ユーモラスで軽快
右90度 C6 C8 陽気で幸福な 神聖で厳粛な
左90度 C6 C4 陽気で幸福な 静かで澄み渡った
180度 C6 C2 陽気で幸福な 暗く悲しい
右45度 C7 C8 情熱的でドラマティックな 勇ましく重厚な
左45度 C7 C6 情熱的でドラマティックな 陽気で幸福な
右90度 C7 C1 情熱的でドラマティックな 暗く悲しい
左90度 C7 C5 情熱的でドラマティックな ユーモラスで軽快
180度 C7 C3 情熱的でドラマティックな 柔らかく悲しげな
右45度 C8 C1 勇ましく重厚な 神聖で厳粛な
左45度 C8 C7 勇ましく重厚な 情熱的でドラマティックな
右90度 C8 C2 勇ましく重厚な 柔らかく悲しげな
左90度 C8 C6 勇ましく重厚な 陽気で幸福な
180度 C8 C4 勇ましく重厚な 静かで澄み渡った  

e1,    e2,    …,      eq

l1
l2
: 

lp

L

e1,    e2,    …,       eq

M1
M2
: 

Mo

M

C1
awe 恐れ、畏怖
inspiring 鼓舞する、霊感を与える
dignified 威厳のある、高貴な
lofty 高尚な、堂々とした
sacred 神聖な、
serious 真面目な
sober 謹直な
solemn 厳粛な

C5
delicate か細い、繊細な
fanciful ロマンチック、風変りな
graceful 奥ゆかしい、優美
humorous 滑稽、ユーモラス
light 軽い、軽微な
playful 茶目、陽気な
quaint 風変わりでおもしろい、

古風な趣のある
sprightly 活発な、元気な
whimsical 気まぐれな、変な

C2
dark 暗い、薄黒い
depressing 鬱陶しい、陰鬱
doleful 悲しげな
frustrated 挫折した、妨げられた
gloomy (薄)暗い、憂鬱な
heavy 重苦しい、物物しい
melancholy 陰気、陰鬱
mournful 悲しみに沈んだ

C3
dreamy 夢の多い、夢みるような
longing 憧れ、渇望
plaintive 悲しげな、哀愁に満ちた
sentimental 感傷的な、情にもろい
tender 柔らかい、壊れやすい
yearning あこがれ、思慕
yielding 柔軟な、しなやかな

C4
calm のんびり、悠然
leisurely ゆっくりした、急がない
lyrical 叙情詩的な、音楽的な
quiet 物静か、ひっそり
satisfying 満足な、十分な
serene 晴朗な、澄み渡った
soothing 落ち着かせる、心地良い、

うっとりさせる
tranquil 静かな、平穏な

C6
bright 華やか、冴えた
cheerful 快活な、陽気な
gay 陽気な、楽しそうな
happy 幸福な、うれしくて
joyous 嬉しい
merry 陽気な、笑い楽しむ

C7
agitated 動揺した、興奮した
dramatic ドラマチック、劇的な
exciting 手に汗握る、面白い
exhilarated 活気づいた
impetuous 猛烈な、性急な
passionate 熱烈な、激しい
restless 落ち着かない、眠れない
sensational 騒がせる、驚異
soaring うなぎ上り

C8
emphatic 強調された
exalting つよめる、高める
majestic 壮大な、威厳のある
martial 勇ましい、好戦的な
ponderous 大きくて重い、重々しい
robust 強壮な、丈夫な
vigorous 精力旺盛な、活気のある

C6
C5

C4

C3
C2

C1

C8

C7

右回り左回り

Θ



 

 

3. 実験 
実験環境として，3.1 において記述した方法で，晴

れ（ fine）・曇り（cloudy）・夕焼け (sunset)・夜（night）・
朝焼け（daybreak）・雪（snow）・雨（ rain）の７パター
ンの天候について，サンプル画像を 10 件ずつ，Google  
Image Search[10]および Flickr[11]を用いて計 70 件取得
し，そのヒストグラムを用いて色彩 -環境状況データベ
ースを作成した．  
環境状況判定機能の検証である実験 1 では，判定対

象画像データとして想定ユーザが携帯カメラで撮影し
た画像を利用した．また，感性変換機能の検証である
実験 2，および，感性情報マッピング機能の検証であ
る実験 3 では，推薦対象音楽データとして Beatles の
楽曲 Midi を 210 曲分使用した．  
3.1. 実験 1:環境状況判定機能の検証 
環境状況（天候）判定の基準として，次の二つの基

準を設定し目視での結果予想との比較を行った．  
（判定基準 1）最も相関量の高いサンプル画像の環

境状況タグを環境状況コンテクストとして判定する．  
（判定基準 2）環境状況タグごとにサンプル画像の

相関量を合計し，最も高い価をもつ環境状況タグを環
境状況コンテクストとして判定する．判定結果の一部
を表 4 に示す．  
判定対象画像 Q1, Q2, Q4, Q5 に関しては，判定基準

1 と判定基準 2 のいずれによっても，目視予想と合致
した判定結果が得られたことが分かる．一方，Q3 につ
いては，判定基準 1 による結果 (sunset)の方が目視予想
と合致しているが，これは判定基準２において樹木の
影の部分の黒にデータベース内の黒い画像，つまり夜
の画像が多く反応を示したためである．また，Q6 につ
いては基準 1 による結果 (fine)と基準 2 の結果
(cloudy/snow)と，いずれも目視予想から外れた判定結
果が得られたが，太陽の光が白く映っている部分や上
部の青空の部分の白色が影響していると考えられる．
しかし，Q3 および Q6 のような誤判定については，サ
ンプル画像のデータ量を増やし，例外的な画像をデー
タベースに追加することで十分に精度の向上が可能と
考えられる．  

 

表 4 実験 1：環境状況判定の結果(一部)  

 
3.2. 実験 2：感性変換機能の検証 
変換前のユーザの感性 -環境状況ベクトルは [15]に

おいて示されている方式で抽出したものを用い，それ
ぞれの環境状況コンテクストにおいて，表１のような
形でそれぞれ感性語を変換する．変換されたベクトル
において，結びつきの強い感性語群上位 3 件に対しそ
れぞれの感性語群から矛盾がないように語句を選び出
し，それを変換されたベクトルの印象とする．実験に
際し，図６における変換角度は 0 度，左右 90 度ずつ，
180 度で４つの場合において，印象語の変化を検証す
る．  

 
表 5 「夕焼け」の感性 -環境状況ベクトルの感性語変換結果  
 
 
 
 
 
 

sunset
変換角度 感性語群 感性語
0度 C1,C3,C4 神聖、詩的、夢見るような
左90度 C3,C5,C6 繊細、夢見るような、幸福な
180度 C5,C7,C8 激しい、勇ましい、元気な
右90度 C1,C2,C7 畏怖、落ち着かない、重苦しい  

 
表 6 「晴れ」の感性 -環境状況ベクトルの感性語変換結果  

fine
変換角度 感性語群 感性語
0度 C1,C4,C5 軽快、澄んだ、神聖な
左90度 C3,C6,C7 ドラマティック、夢見るような、幸福な
180度 C1,C5,C8 神聖な、優美、重厚な
右90度 C2,C3,C7 ドラマティック、夢見るような、悲しげな  
 
感性語変換の結果，夕焼け（ sunset）についての感性
情報は，0 度状態で神聖，詩的，夢見るようなといっ
た感性語群で表されるのに対し，180 度回転した状態
では，激しい，勇ましい，元気な，といったほぼ正反
対の感性語群で表されており，同様に左右 90 度回転し
たベクトルそれぞれを比較しても，ほぼ対極の感性語
群に変換されている．また，0 度と左右 90 度変換を比
較した場合，神聖，繊細，畏怖，といった共通の特徴
を持ちながら，それぞれに異なる感性語に変換されて
おり，理想的な変換がおこなわれている．  
一方，晴れ（ fine）についての感性情報は，0 度状態

の時点でほぼ相反する位置にある C1と C5が含まれて
おり，180 度回転させた際に C1 と C5 は入れ替わるだ
けで変化はなかったものの，3 つ目の C4 が正反対の印
象に変換されたことで，澄んだ，神聖な，軽快な，と
いう感性語から，神聖な，優美な，重厚な，という反
対のものと捉えられる感性語表現に変換されている．
同様の状態が左右の 90 度変換間でもおきており，ドラ
マティック，夢見るような，までは共通の感性である
が，左 90 度では，幸福な，右 90 度では悲しみと，事
実上正反対に変換されている．  
 
3.3. 実験 3: 感性情報マッピング機能の検証 
想定ユーザが撮影した画像をクエリとして，環境状

況コンテクストを判定し，相関量計量により抽出され
た楽曲群上位 10 件が感性に一致しているかどうかに
ついて評価を行った．評価は正解 2 点，準正解 1 点，
不正解 0 点の三段階とし，点数の合計を満点である 20
点で割ったものを適合率とする．また，感性 -環境状況
ベクトルの向きを変換しても精度に支障が出ないこと
を示すべく，ベクトルの向きを変換した感性データで
の楽曲推薦結果とその評価も付与した．変換された感
性 -環境状況ベクトルを用いた楽曲検索結果の評価に
は，実験 2 における感性語変換の結果を利用した．感
性 -環境状況ベクトルの変換前後の例を表 7 に，感性変
換前の感性状況ベクトルを用いた楽曲検索結果と，90
度変換後・180 度変換後の感性状況ベクトルを用いた  

目視予想 判定結果：相関量 判定基準1 判定基準2

晴れ

fine4: 0.9556
fine2: 0.95555
fine7: 0.94661
fine8: 0.93771
fine6: 0.59901
daybreak: 0.55105
rain: 0.30657
snow: 0.2822
rain: 0.23994
snow: 0.22304

fine
fine:2.51906
daybreak: 0.55105
rain:0.54651
snow:0.50524

曇り

cloudy2: 0.91313
cloudy1: 0.65131
daybreak: 0.35941
cloudy8: 0.33783
rain: 0.31624
      :

cloudy
cloudy:4.3647
rain:0.59632
daybreak:0.5434
fine:0.33233

夕焼け

sunset: 0.65086
sunset: 0.53664
night3: 0.51868
night2: 0.51868
night9: 0.51624
          :

sunset
night:3.06656
sunset: 1.68356
daybreak: 0.48606

夜空、夜景

night1: 0.99812
night8: 0.98663
night4: 0.93196
night0: 0.93196
night3: 0.80811
          :

night
night:7.03417
sunset: 0.79733
daybreak: 0.75221

雪景色

snow: 0.83712
snow: 0.7726
snow: 0.69906
cloudy7: 0.68325
cloudy1: 0.52675
             :

snow

snow:3.24872
cloudy:1.21
rain:0.83421
fine: 0.4022

日の出、朝
焼け

fine1: 0.73921
cloudy8: 0.69889
cloudy1: 0.68103
daybreak: 0.67672
cloudy2: 0.64419
            :

fine

cloudy:2.02411
snow:1.56849
rain:0.96085
fine: 0.73921
daybreak: 0.67672

判定対象画像（クエリ）

Q1

Q2

Q6

Q3

Q4

Q5



 

 

図 7 感性変換機能および感性情報マッピング機能の検証結果（例：「雨」と「朝焼け」）  
（検索された楽曲群のうち、感性情報変換前のクエリによるものと感性情報 180 度変換後クエリによるものでは、  

順位が入れ替わっていることが分かる．）  
 
 

楽曲検索結果例を図 7 に示す．  
図 7 に示した雨（ rain） , 朝焼け（daybreak）以外の

環境状況についても，同様に評価を取った結果，全体
として感性変換以前と同様に 7 割前後の適合率をもち，
感性 -環境状況ベクトルを変換した後でも適合率に大
きな影響は見られなかった．これにより，感性 -環境状
況ベクトルの変換を行うことによって，適合率を低下
させることなく，ユーザの動的な欲求により柔軟に対
応することができるようになったと言える．また，図
7は，変換前と変換後の推薦された楽曲群 10件の中で，
共通の楽曲が含まれているものの，上位の楽曲が下位
に，下位の楽曲が上位にランクインするという現象を
示している．  
この現象をより詳細に分析するため，感性変換前の

感性状況ベクトルを用いた楽曲検索結果と，180 度変
換後の感性状況ベクトルを用いた楽曲検索結果上位
20 件の比較を図 8 に示す．  
図 8 が示すように，変換前と変換後の推薦された楽

曲群上位 20 件の中で，上位の楽曲が下位に，下位の楽
曲が上位にランクインするという逆転現象曇り
（cloudy），雪（snow）などの環境状況で頻繁に見られ
る．一方で，夕焼け (sunset)や夜（night）では，変換前
の 20 位以下の楽曲が変換後の 20 位以内にランクイン
し，変換前の 20 位以上の楽曲が 20 位以下にランクダ
ウンするという，総入れ替えの現象が見られる．その
理由は，表７の感性 -環境状況ベクトルの変換前後例か
らみてとれるように，cloudy や snow のオリジナルベ
クトルにおいては，主な感性語群のなかで大きな偏り
は見られないのに対し，night のオリジナルベクトルで
は C4,C3 がずば抜けて高く，また sunset のオリジナル
ベクトルでは主な感性語群であまり大きな差はないも
のの，C6,C7,C8 がすべて０であり，もともと night，
sunset ともに非常に偏ったベクトルが形成されている
といえる．このことから，元の感性 -環境状況ベクトル
に偏りが大きいほど，感性変換によって元の感性と違
った楽曲が提供され，偏りが小さいほど元の感性を残
し，若干違った楽曲が変換によって得られることがわ
かった．  
4. 結論と今後の展望 
本稿では，ユーザの入力した風景画像の色彩情報か

ら環境状況コンテクストを判定し，同時に，ユーザの
選択したサンプル楽曲からユーザの嗜好・感性を抽出
し，音楽感性属性を媒介とした環境状況コンテクスト
と音楽感性データの相関量計量により，コンテクスト
と個人の感性に合致した音楽データを推薦・提示する
システムの実現方式について示した．また，より柔軟
に楽曲を推薦するための手法として，抽出された感性 -
環境状況ベクトルを変換する実験を行い，その有用性
について記した．空の画像を実風景として，それに相
関の高い環境状況コンテクスト（ここでは天候）を判
定し，その天候に対応する感性データの抽出を行い，
その感性データと相関の高い音楽データの自動抽出を
行う実験を行うことで，本方式の実現可能性を明らか
にした．今後の方針としては，実現方式の改良および
実装の段階で，より細かい環境状況と感性の関連をセ
ンシングするため，前後の環境語の組み合わせによる
ストーリーの抽出といった視点からも研究を進めてい
く．   
 

表 7 感性 -環境状況ベクトルの変換前後例  
オリジナルの感性-環境状況ベクトル

C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8
fine0 0.337509 0 0.154736 0.21793 0.176792 0.066966 0 0.046066
cloudy0 0.271293 0.053497 0.00575 0.187438 0.180376 0.15016 0.056158 0.095327
rain0 0.298475 0.064917 0.05851 0.143192 0.199397 0.147235 0 0.088274
daybreak0 0.322093 0 0.056214 0.210537 0.228775 0.111263 0 0.071118
sunset0 0.317644 0.129114 0.219843 0.274501 0.058898 0 0 0
night0 0.119346 0 0.376682 0.470334 0.033639 0 0 0
snow0 0.440499 0 0.090327 0.402664 0.357269 0.170034 0.016981 0.22699

感性変換後のベクトル群

回転角度 C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8
fine90 0.154736 0.21793 0.176792 0.066966 0 0.046066 0.337509 0
fine180 0.176792 0.066966 0 0.046066 0.337509 0 0.154736 0.21793
fine270 0 0.046066 0.337509 0 0.154736 0.21793 0.176792 0.066966
cloudy90 0.00575 0.187438 0.180376 0.15016 0.056158 0.095327 0.271293 0.053497
cloudy180 0.180376 0.15016 0.056158 0.095327 0.271293 0.053497 0.00575 0.187438
cloudy270 0.056158 0.095327 0.271293 0.053497 0.00575 0.187438 0.180376 0.15016
rain90 0.05851 0.143192 0.199397 0.147235 0 0.088274 0.298475 0.064917
rain180 0.199397 0.147235 0 0.088274 0.298475 0.064917 0.05851 0.143192
rain270 0 0.088274 0.298475 0.064917 0.05851 0.143192 0.199397 0.147235
daybreak90 0.056214 0.210537 0.228775 0.111263 0 0.071118 0.322093 0
daybreak1800.228775 0.111263 0 0.071118 0.322093 0 0.056214 0.210537
daybreak270 0 0.071118 0.322093 0 0.056214 0.210537 0.228775 0.111263
sunset90 0.219843 0.274501 0.058898 0 0 0 0.317644 0.129114
sunset180 0.058898 0 0 0 0.317644 0.129114 0.219843 0.274501
sunset270 0 0 0.317644 0.129114 0.219843 0.274501 0.058898 0
night90 0.376682 0.470334 0.033639 0 0 0 0.119346 0
night180 0.033639 0 0 0 0.119346 0 0.376682 0.470334
night270 0 0 0.119346 0 0.376682 0.470334 0.033639 0
snow90 0.090327 0.402664 0.357269 0.170034 0.016981 0.22699 0.440499 0
snow180 0.357269 0.170034 0.016981 0.22699 0.440499 0 0.090327 0.402664
snow270 0.016981 0.22699 0.440499 0 0.090327 0.402664 0.357269 0.170034

ranking track correlationpoints track correlationpoints track correlationpoints track correlationpoints
[1] blkbird: 0.451045 2 IMLOOKIN 0.18572 2 tillther 0.205227 2 carrywt 0.171233 2
[2] eleanor: 0.447234 2 slowdown 0.178363 2 revolu1 0.197641 0 wheniget 0.166637 1
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図 8 感性変換前の感性 -環境状況ベクトルを用いた場合と  
感性変換後の感性環境状況ベクトルを用いた場合の  

楽曲検索結果の比較  
（感性的偏りのあるクエリベクトルを用いた場合、検索され
た楽曲群の順位が大きく入れ替わっていることが分かる）  

 

本方式を発展させ，最終的に携帯電話に実装すること
で，携帯カメラで撮影した画像がそのまま，その日そ
の時々のユーザの感性や感情の変化に応じたＢＧＭに
変換されるシステムを実現し，回線の高速化に伴う大
量の楽曲配信に対応した実用型ユーザインタフェース
として展開することを考えている．  
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